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はじめに

 コートジボワールはサハラ砂漠の南の西アフリカに位
置する。同国は農業に適した自然環境の恩恵を受けて
いる。

 豊かで多様な農業（コーヒー、ココア、ゴム、綿花、
カシュー、米、バナナ、トウモロコシ等）

 生産者は農業において相互に不可欠である。彼らは協
同組合の下に結束することで、利益を守っている。

 農業以外の分野の協同組合は数少ない。

 コートジボワールには5000以上の協同組合が存在し、
そのうちコーヒー･ココアセクターに3000以上、綿花
セクターにはおよそ300の協同組合が活動している。



I-コートジボワールにおける協同組合活動

I-1-協同組合の概念
 1995年に国際協同組合同盟（ICA）が提示し、Guy Tchami
(2004)が採用した定義は『協同組合は、 「共同で所有し民
主的に管理する事業体」を通じ、共通の経済的・社会的・文
化的ニーズと願いを満たすために自発的に手を結んだ人々の
自治的な組織である』

 コートジボワールにおいては、1997年12月23日の協同組合
法N ° 97-721 の第1条で、協同組合は「自然人または特定の
種類の市民または商業的法人からなる、非政治・非党派的な
集団であり、協同組合の一般原則に従うもの」と定義されて
いる。(DOPA 2010).



 1966年8月5日の法律No.66-251：二段階での協同組合
の形成を規定。義務的な過渡期の前協同組合的段階
（協同職業集団：GVC）から第二段階（協同組合）へ

 1972年12月21日の法律No.72-853：GVCによる連合の結
成を可能にし、GVCの存在を継続させることになった

 1977年6月1日の法律No.77-332：市民的協同組合（GVC
段階が義務）と商業的協同組合（GVCは任意）を規定。
また様々な経済活動分野における協同組合開発につい
ても規定している。同法は適用に関する法令はない

I-2-コートジボワールにおける協同組合の法的枠
組みの発展



 1997年12月23日の法律N° 97-721：責任、生産者の職業化、
及び地域における地域認可委員会（CRAC）による認可を
規定。公認を得るためには書類の統合・公認委員会への
提出が求められた。

 現在施行されている法律は、 2010年12月15日にロメで採
択された協同組合法に関するアフリカ商事法調和化機構
（OHADA）統一法である。同法は西アフリカ諸国経済共
同体（UEMOA）の8カ国及び中部アフリカ経済通過共同体
（CEMAC）の9か国を対象とし、二種類の協同組合、簡易
協同組合（SCOOPS）及び理事会設置協同組合（SCOOP-
CA）を規定している。(Agnimou and N'dri 2013)

I-2-コートジボワールにおける協同組合の法的枠
組みの発展



 綿花セクターの同業者組織（INTERCOTTON）のメン
バーである、コートジボワール綿花セクター生産者協
同組合連合会（FPC－CI）は2013年12月に設立された。
現在は綿花セクターにおける300近くの協同組合、約
113,000の生産者が参加する、6つの連合からなる。

 当連合会と、会員連合会及び協同組合は、協同組合法
に関するOHADA統一法に基づき設立されている。

II- FPC-CIについて
II-1-FPC-CI概要
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II-1-FPC-CI概要(続き)
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II-1-FPC-CI概要(続き)



II-2-FPC-CIの活動

 生産資材その他の生産手段の供給と共同設備の購入
に関する指導：

 教育、庶務、職業訓練、金融等に関するサービスの
提供及び生産者への継続的な教育：

 会員の活動を向上させるための会員の統計データの
収集・利用

 会員を代表し、様々な研究・プロジェクトを実現さ
せるための資金調達先の調査：

 会員、関連企業・活動における土地・不動産の取得



2014年9月26日: ブルキナファソへの交換旅行の

ミーティング後の写真

訓練の内容

 工場における綿花の種子の質のコントロール

 訓練及びモニタリング評価の技術

 活動の多様化

 食料マーケティング

 財務諸表の解読及び分析

 協同組合の組織運営

 協同組合におけるAGの一貫した管理

 綿花セクターの組織及び運営

 SITRACOT（綿花生産者特定及びトレーサビリティシス

テム）の組織、運用

 成人教育支援、マネジメント

 運営管理及び職員のモチベーション

 有機肥料の生産及び使用



 生産者にとって好ましいパートナーシップ、
プロジェクトの開発

 生産者の収入の向上及び活動の多様化のため
の関連穀物（米、トウモロコシ、大豆等）の
開発

 生産者のための生産手段の取得及び供給

 会員が綿花栽培を機械化するための設備（ト
ラクター、付属品）の取得

 マイクロファイナンスの提供

II-3-展望



結び

コートジボワールの協同組合は、自らの組織
を改善し、運営における健全なガバナンスと
監視システムを確立することができれば、コ
ミュニティ、さらには国の経済的な発展にお
いて重要な役割を果たすことができる。



ご清聴ありがとうございました


